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ニュース JAFIC EYE №108 
2018 年 5 月における日本海、東シナ海のマアジ漁獲状況 
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1.マアジ漁獲状況概要 

(1)南西・東海 

南西・東海の主要港（4 か所）における 5月の水揚量は 262

トンであり、前年（239トン）の1.1倍であった。（表1）。前期と今

期で 10月から 5月までの月別水揚量を比較すると 3月から 4

月で大幅に増加し、4月から 5 月にかけても少し増加した（図

1）。（前期は 2016年 10月～2017年 5月、今期は 2017 年 10

月～2018 年 5月、以下同様に示す。） 

 

表 1 南西・東海におけるマアジの水揚量 

水揚港 2017年5月（トン） 2018年5月（トン） 前年比

沼津 7 22 3.1

奈屋浦 155 177 1.1

八幡浜 30 17 0.6

土佐清水 47 46 1.0

合計 239 262 1.1  

（出典：おさかなひろば） 

 

図 1 南西・東海における 10 月から 5 月のマアジ水揚

量の推移 

 

(2)日本海中西部 

日本海中西部の主要港（5 か所）における 5月の水揚量は

6,365 トンであり、前年（4,890 トン）の 1.3 倍であった（表 2）。

前期と今期で 10月から 5月までの月別水揚量を比較すると 4

月から大幅に増加した（図 2）。 

 

表 2 日本海中西部におけるマアジの水揚量 

水揚港 2017年5月（トン） 2018年5月（トン） 前年比

新潟 22 0.0

魚津 74 77 1.0

金沢 4 1 0.3

境港 4,090 5,513 1.3

浜田 700 774 1.1

合計 4,890 6,365 1.3  

 

図 2 日本海中西部における 10 月から 5 月のマアジ水

揚量の推移 

 

(3)東シナ海 

 東シナ海の主要港（6 か所）における 5 月の水揚量は 5,072

トンであり、前年（6,601 トン）の 0.8 倍であった（表 3）。前期と

今期で10月から5月までの月別水揚量を比較すると4月から

少し増加した（図 3）。 

 

表 3 東シナ海におけるマアジの水揚量 

水揚港 2017年5月（トン） 2018年5月（トン） 前年比

福岡 223 285 1.3

唐津 939 977 1.0

松浦 2,460 1,651 0.7

長崎 2,865 1,943 0.7

枕崎 77 154 2.0

鹿児島 37 62 1.7

合計 6,601 5,072 0.8  

 

図 3 東シナ海における 10 月から 5 月のマアジ水揚量

の推移 

 

(4)日本海中西部、東シナ海におけるマアジの体長組成 

 日本海中西部と東シナ海におけるマアジの水揚量は前年並

みであり、今年 4月と比較するとやや増加していた。5月中旬

の日本海中西部における水揚物の主体は 4月下旬と同様に

14～16cm(1 歳)、18～20ｃｍ（2 歳）であった。5 月下旬には 12

～14cmモードも少し水揚された。昨年5月と比較すると1ヶ月



を通して、18～20cm（2 歳）が多く漁獲され、14～16ｃｍ（1 歳）

は少なかった（図 4）。 

東シナ海においては、水揚日によって変化はあるものの水

揚物の主体は 16～19cm(1 歳)、20cm 以上（2 歳以上）であっ

た。前年と体長組成を比較すると、東シナ海のどの漁場にお

いても違いはなかったが、今年 5月のほうが前年よりもモード

が少し大きかった（図 5）。 

 今年の 5月の日本海中西部、東シナ海におけるマアジ体

長組成の主体は 18～23ｃｍ（2 歳以上）であった。例年 5月は

16～19cm（1 歳）が主体になることが多く、夏以降も水揚の主

体になるが、今年はいまだ 1歳魚の水揚は少なかった。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図4 2018年5月下旬における境港のマアジ体長組成前年

比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 2018年5月中旬における東シナ海南部のマアジ体長

組成前年比較 

 

（漁海況部） 


